
吹田市災害廃棄物処理計画及び市民向け啓発ツール等作成支援業務 

公募型プロポーザル選定委員会 

【議事概要】 

 

１ 開催日   

令和７年４月 30日（水）午前 10時から午前 11時まで 

 

２ 開催場所  

吹田市役所高層棟２階 環境政策室会議室 

 

３ 参加者   

委員長：環境部長 

委 員：環境部次長、土木部次長、市民部市民自治推進室長、総務部防災政策推進監 

事務局：環境部環境政策室 

 

４ 内容    

吹田市災害廃棄物処理計画改定及び市民向け啓発ツール等作成支援業務公募型プロポー

ザル実施要領（案）等について 

 

５ 委員会の議事要旨 

事務局より、出席者数の確認（委員５名中５名出席）を行い、定足数を満たし、本委員会

が成立していることを確認。 

実施要領、関係書式、審査評価基準、仕様書等の各案について説明し、以下の質疑を経て、

実施要領案等が承認された。 

 

６ プロポーザル選定委員会で出た質問及び意見 

No. 意見及び質問 意見等に対する回答 

1 現時点で想定している業者はどれくら

いか。 

予算計上の際、3 者に見積りを提出して

いただいており、これらの業者は全て参

加資格を要しているため、３者以上を想

定している。 

2 直接的な雇用関係を証する書類として、

「健康保険証の写し等」と記載している

が、健康保険証はマイナンバーカードに

移行されているので、“市区町村が作成

する住民税特別徴収税額通知書の写し

「市区町村が作成する住民税特別徴収

税額通知書の写し等」に修正する。 



等“にしてはどうか。（仕様書） 

3 例えば経験を有する方が転職されて来

た場合など、主任技術者等が以前在籍し

ていた企業等で豊富な経験を持ってい

た場合、何の書類を持って条件を満たす

と確認するのか。（実施要領） 

事務局から事前に確認書類の定義を行

うわけではなく、原則的には、事業者側

で用意された資料をもって条件を満た

すか確認を行う。提出された書類での確

認が難しい場合は、別途書類を求める場

合がある。 

4 照査技術者が主任技術者と同等の能力

を有するかは、どのように確認するの

か。（仕様書） 

提出された実績等にて確認する。 

5 今回の委託業務は２か年の債務負担行

為であるため、見積書に各年度の内訳を

求めるべきでは。（実施要領） 

見積書の説明欄にその旨追記する。 

6 第二次審査項目の中には、例えば災害廃

棄物処理にかかる国・府の動向等を踏ま

えた項目などがあるが、第二次審査まで

に、評価にあたっての参考資料等を提供

していただきたい。（配点表） 

第二次審査までに、参考資料等の情報提

供をさせていただく。 

7 「自治会用の集積所の設置・運営ガイド

ブック」だと対象が限定的になるので、

表現の工夫が必要ではないか。（仕様書） 

「地域（自治会等）の集積所の設置・運

営ガイドブック」に修正する。 

8 ①計画改定案の新規性や市民啓発の手

法など、二次評価の対象となる業務提案

が評価の主になると思っているが、一次

評価の点数を加えて、最終評価とする理

由は何か。 

②せっかくプロポーザルをするので、新

規提案をしてもらえるような評価の留

意項目の記載にするとともに、配点も検

討してはどうか。見積価格の配点が大き

いと感じるため、それと合わせての配点

の検討を。 

（①②ともに配点表） 

①業務提案が優れていても、それを実行

できるという裏付けとしての受託実績

や業務執行体制も必要となるため、一次

評価も加えての最終評価としている。 

 

②第二次審査配点表の新規提案の評価

留意事項の記載を修正する。 

旧：現行計画にない新規性があるか。 

（実効性確保に向けた新たな対策の提案等） 

新：現行計画にない効果的な新規提案が

あるか。 

（実効性確保に向けた新たな対策の提

案や新たな啓発ツールの提案等） 

また、見積価格の５点を新規提案に移

し、配点を15点から 20点に修正する。 



 

9 発注者の依頼に対して確実に対応でき、

しっかりコミュニケーションが取れる

ことが重要になるので、第二次審査のヒ

アリング項目に対する配点を高くする

べきではないか。 

見積価格の比率が大きいと感じている

ので、その点を踏まえての検討を。（配

点表） 

見積価格の５点をヒアリングに移し、配

点を５点から 10点に修正する。 

なお、上記№8 と合わせて見積価格の配

点は、30点から 20点（全体の 10％、

修正前から-5％）とする。 

10 仕様書中に記載されている“啓発ツー

ル”は何を指すのか。 

また、他に想定される啓発ツールはある

か。（仕様書） 

仕様書上の啓発ツールはガイドブック・

チラシを指す。 

他の効果的な啓発ツールとしては、訓練

や出前講座などのシナリオや資料等が

考えられる。 

11 先ほど「第二次審査までに参考資料等を

提供する」との回答があったが、評価の

視点が狭まることのないよう、委員の知

見を尊重する配慮をお願いする。 

【上記No.6 を参照】 

委員の客観性・独立性の確保を前提に、

参考資料等の情報提供をさせていただ

く。 

 


